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　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。
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第64回

今
回
は
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る

重
要
な
見
直
し

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
本
稿
執
筆
現
在
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
考
え
方
を
示
す
『
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
始
め
と
す
る
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
係
る

取
組
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
考
え
方
』（
文
部

科
学
省
、
厚
生
労
働
省
お
よ
び
経
済
産
業
省
）
と
い
う

資
料
に
よ
る
と
、「
学
生
が
そ
の
仕
事
に
就
く
能
力
が

自
ら
に
備
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
（
自
ら
が
そ
の
仕
事

で
通
用
す
る
か
ど
う
か
）を
見
極
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

自
ら
の
専
攻
を
含
む
関
心
分
野
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に

関
連
し
た
就
業
体
験（
企
業
の
実
務
を
経
験
す
る
こ
と
）

を
行
う
活
動
（
但
し
、
学
生
の
学
修
段
階
に
応
じ
て
具

体
的
内
容
は
異
な
る
）」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
主
眼
を
置
い
た
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
本
資
料
で
は
、
企
業
等
が
実
施
す
る
意
義

と
し
て
、「
実
践
的
な
人
材
の
育
成
」、「
大
学
等
の
教

育
へ
の
産
業
界
等
の
ニ
ー
ズ
の
反
映
」、「
企
業
等
に
対

す
る
理
解
の
促
進
、
魅
力
発
信
」、「
採
用
選
考
時
に
参

照
し
得
る
学
生
の
評
価
材
料
の
取
得
」
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
※１
。
後
半
の
二
つ
の
意
義
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
企
業
が
得
た
学
生
情
報
の
採
用
広
報
活
動

（
参
加
者
へ
の
会
社
説
明
会
の
案
内
送
付
等
）
と
採
用

選
考
活
動
（
参
加
者
へ
の
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
免
除

等
）
へ
の
活
用
に
つ
い
て
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
近
年
の
人
材
確
保
の
難
化

を
背
景
に
、
こ
の
情
報
活
用
へ
の
期
待
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
多
く
の
企
業
に
あ
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

学
生
情
報
の
活
用
が
可
能
と
さ
れ
た
の
は
、
じ
つ
は

最
近
の
こ
と
で
す
。
先
述
の
資
料
が
２
０
２
２
（
令
和

４
）
年
６
月
13
日
に
改
正
さ
れ
、
２
０
２
５
年
３
月
に

卒
業
・
修
了
す
る
学
生
※２
が
２
０
２
３
年
度
に
参
加
す

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
か
ら
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
従
来
、
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
経
済

産
業
省
の
間
に
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
当

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
」（
三
省
合
意
）
が
あ
り

ま
し
た
が
、一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会（
経

団
連
）と
国
公
私
立
大
学
の
ト
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
る「
採

用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る
産
学
協
議
会
」
に
お

け
る
意
見
交
換
を
ふ
ま
え
た
２
０
２
２
年
４
月
の
報
告

を
も
と
に
見
直
し
を
し
た
結
果
、
学
生
情
報
の
広
報
活

動
・
採
用
選
考
活
動
へ
の
活
用
が
可
能
と
６
月
13
日
の

改
正
で
初
め
て
明
文
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
該
当
し
な
い

立
場
が
異
な
る
産
学
合
意
の
も
と
で
学
生
情
報
の
活

用
が
可
能
と
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

「インターンシップ」

※１　�本資料では、大学等および学生にとっての意義として「キャリア教育・専門教育としての意義」、「教育内容・方法の改善・充実」、「高い職業意識の育成」、「自
主性・独創性のある人材の育成」があげられている

※２　学部生の場合は、2023年度に学部３年生に進学する学生
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す
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
該
当
す
る
の
は
一
定
の
基

準
を
満
た
し
た
場
合
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

先
の
産
学
協
議
会
の
整
理
で
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
か
か
る
産
学
協
同
の
取
組
み
を
「
タ
イ
プ
１
：
オ
ー

プ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」、「
タ
イ
プ
２
：
キ
ャ
リ
ア
教
育
」、

「
タ
イ
プ
３
：
汎は

ん

用よ
う

的
能
力
・
専
門
活
用
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」、「
タ
イ
プ
４
（
試
行
）：高
度
専
門
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
に
分
け
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
該
当
す
る
の
は
タ
イ
プ
３
・

４
で
あ
り
、
タ
イ
プ
１
・
２
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
分
類
さ
れ

ず
に
学
生
情
報
活
用
は
不
可
と
な

り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

該
当
す
る
に
は
就
業
体
験
要
件
・

指
導
要
件
・
実
施
期
間
要
件
・
実

施
時
期
要
件
・
情
報
開
示
要
件
を

必
ず
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

図
表
に
要
件
を
載
せ
て
い
ま
す

が
、
一
部
抜
粋
の
た
め
、
出
典
を

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
施
に
お
け
る
留
意
点

最
後
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
お
け
る
お
も
な
留
意
点
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
め
は
、
学
生
情
報
は
広

報
活
動
・
採
用
活
動
の
開
始
時

期
以
降
に
か
ぎ
り
そ
れ
ぞ
れ
利

用
可
能
と
な
る
点
で
す
。
内
閣

官
房
が
公
表
し
て
い
る
「
２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
度

卒
業
・
修
了
予
定
者
等
の
就
職
・
採
用
活
動
に
関
す
る

要
請
」
で
は
、
広
報
活
動
は
卒
業
・
修
了
年
度
に
入
る

直
前
（
一
般
的
に
は
３
学
年
次
）
の
３
月
１
日
以
降
、

採
用
選
考
活
動
開
始
は
卒
業・修
了
年
度
（
４
学
年
次
）

の
６
月
１
日
以
降
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

二
つ
め
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
で
す
。
特
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
た
者
の
割
合
は
30
・
１
％
※３
と
い
う
調
査
結
果
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
学
生
に
も
企

業
に
も
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
た
め
、
相
談
窓
口

を
つ
く
る
、
学
生
と
従
業
員
の
個
人
的
な
連
絡
先
の
交

換
を
さ
せ
な
い
、
面
談
の
実
施
場
所
等
に
配
慮
す
る
な

ど
、
企
業
側
が
対
応
を
徹
底
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

三
つ
め
は
、
労
働
者
と
み
な
さ
れ
る
か
ど
う
か
（
労

働
者
性
の
判
断
）
が
あ
る
点
で
す
。
タ
イ
プ
３
に
つ
い

て
は
企
業
と
学
生
の
間
に
雇
用
関
係
は
な
い
た
め
、
労

働
関
連
法
令
の
適
用
外
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
就
業

体
験
や
見
学
的
要
素
が
少
な
い
、
使
用
者
か
ら
の
指
揮

命
令
が
強
い
、
利
益
を
生
む
生
産
活
動
に
直
接
学
生
が

従
事
し
て
い
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
企
業
と

学
生
の
間
に
労
働
契
約
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
労
働
関

連
法
令
の
適
用
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

＊　
＊　
＊

次
回
は
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ（
国
際
労
働
機
関
）」
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
す
。

※３　「職場のハラスメントに関する実態調査報告書（概要版）」令和５年度、厚生労働省雇用環境・均等局雇用機会均等課

出典：�採用と大学教育の未来に関する産学協議会　2024 年度報告書

図表　�産学協働による学生のキャリア形成支援活動〈４類型とその主な特徴〉※出典より一部抜粋
タイプ1：

オープン・カンパニー
タイプ２：
キャリア教育

タイプ３：
汎用的能力・

専門活用型インターンシップ

タイプ４（試行）：
高度専門型

インターンシップ

主
な
特
徴

①目的 個社や業界に関する
情報提供・PR

働くことへの理解を
深めるための教育

就業体験を通じて、学生
にとっては自らの能力の
見極め、企業にとっては
学生の評価材料の取得

就業体験を通じて、学生
にとっては実践力の向上、
企業にとっては学生の評
価材料の取得

③就業体験 なし 任意

必須
★（a）就業体験要件
学生の参加期間の半分を
超える日数を職場での就
業体験に充てる
★（b）指導要件
就業体験では、職場の社
員が学生を指導し、イン
ターンシップ終了後、学
生に対しフィードバック
を行う

必須

④�参加期間�
（所要日数） 超短期（単日） 授業・プログラムに

よって異なる

★（c）実施期間要件
（ⅰ）�汎用的能力活用型は

短期（５日間以上）
（ⅱ）�専門活用型は長期�

（２週間以上）

●�ジョブ型研究インター
ンシップ：長期（２カ月
以上）
●�高度な専門性を重視し
た修士課程学生向けイ
ンターンシップ：2 週
間以上

⑤実施時期

時間帯やオンラインの活
用等、学業両立に配慮し、
学士・修士・博士課程の
全期間
（年次不問）

学士・修士・博士課程の
全期間（年次不問）。但し、
企業主催の場合は、時間
帯やオンラインの活用等、
学業両立に配慮

★（d）実施時期要件
学業との両立の観点から、
「学部３年・４年ないしは
修士１年 ･２年の長期休
暇期間（夏休み、冬休み、
入試休み・春休み）

—

⑥�取得した学生
情報の採用活
動への活用

不可 不可

採用活動開始以降に限り、可
★（e）情報開示要件 :
募集要項等に必要な情報
（9項目。詳細は2021年
度 報告書ご参照）を記載
し、ホームページ等で公表

採用活動開始以降に限り、可
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